統合基幹業務システム導入プロジェクトに関する研究-導入方法論の構築と成功要因の分析- by 横田 明紀
統合基幹業務システム導入プロジェクトに関する研
究-導入方法論の構築と成功要因の分析-
著者 横田 明紀
号 10
学位授与番号 36
URL http://hdl.handle.net/10097/38145
 909霧
 Qアコ1巽畢一子ヨーき/⑦3導蒙彫〃くレ手解吾・く広'蒙Ψσs)/てE4-4.4善くあe吾▽姜Σ4
 ㌧ズくレ・ぐ一身幣/d琶匠旨畔導つ畔q。9qユし導;～蓋車:IT鷺翻着料▽ヂと49アコ1(一
 」・〆・▽4と4)》マ出湯⑦峯灘撃腸謡ゆ豪男.合一τ94畔コ四4丁ぐ口'Y貸dl装置。9禦立醗
 副(∂膿辛群Y最d琶匠婁H甥。9躰4瑠触寒ト・享}磁厚(∂し群1コ矧4丁6口'Y鼓」芝題(o郵掬
 。9彰姦草Z(o埼⊇9ゑ型∬母勤醗(o銅壷重ら掃⊇1書風⑦甘4丁6口≠Y
 黛己題aΩ甲鉢二～コ9享頭型母図亜噴塑コZ箏㌧～コ9享誰蓄畢「鍵副耳Y爺」題匠珊劉得⑦爺響
 垂一τ」:U篤'寧嘲目⑦駈墨宰。9Qユら耳二～囎翌董:重書⑦(詰簿吾一τ)蒙ΨY量d筆狙撃η
 コ>登コ依祖母・14丁ぐε1≠Y叢d翌区'∩齋同母4×6。q耳判姦?つq∩孟皐1×一み9享藩論
 >導マ⊇9草聖警母切目弘申警⑦そ＼4>多⑦ヨ4丁6□浜Y黛δ琶医博蝉茸∩畔∩。9qユ∩
 ¥験弊害Z4耀隣畢4∩断髪母6-4硲/(鍵鵜鮪喝甥二加IUUBIδeD・n・sa琶a曝齢耳U匠)
 δH匠曳⊇取マ9.含重語母zくムー宰乙〆製咽×ロ蜜}・削蹄蛋協畔)し導η鍵樗ユ蒙畢⊂o>彰皐1
 斎躰縄⑦マ壬x4簸蒙植雪9嘩ユベー評4称/'⊇噺。%秘∩㌫駄享楽畢9書揮薦緋星⑦▽善z
 4琳纂隣可㌧つ漁マ9首塚鵜縄1A)型⑦罰嚇掛:?翼矯留婁騨塘謝し丈4薮警'ユ¢導⑦霊鞭⑦鷺離昇認
 ⊃≠しqマ勤翼⑦馬蝉馳蒙畢⑦立雛懸絶笛1一ぞ笥地心/一口諏・コン/く'一半⑦晦i星li萎彫9.享¥耳の嘩暢:
 塁議¢誰細革撰
 一懸‡鷺蟹聡範認一田悪蟹聯
 (早奪)冒垂垂幾万嬰干割
 一↓旺タ⑦図壷雌狛:?叢鱗⑦嬰星置Y藝一
 駈挫9ゑ嗣ユ四4丁6口浜Y鳶▽ヂ×4鍛蒙撚質号購目融下縫
逗車痴具瑠
 (剤潔⑦歯ε脆弱乱凝耳二釧)健輩抽譲;矯彊矧壽¥轟¥宰車 猿箪・健輩搬
 県裟塗/鋭形7幾贈笛皿盛耐量⑦有忍車}古
 田龍宮ε寓8王期生日冠由有益師}霜
 (轟景認)干劇暑9ε篤劃認台墨冒三隅痴
 (壕堀薪)干割臨製(∂弱毒
 (鞭rサ)融
 。(o
 ㎞
蓉
 田
マ
鰍
岬
 提唱されているERP導入方法論は、各社で重点をおいている段階が異なっており、各ERP導入
 方法論間で互換性がない。同じ概念でも異なる作業内容を示していたり、逆に同じ作業内容でも違
 う概念で定義されている。このことがERP導入方法論間に「継ぎ目」によるずれを生じさせてい
 る。したがって、パートナー企業の視点からではなく、ユーザ企業の視点からERP導入方法論を
 確立することが必要である。第2は成功要因分析の問題である。導入の失敗や期待度と満足度との
 ギャップを解消し、ERP導入を成功に導くために.多くの研究者・実務家によってERP導入プロ
 ジェクトに関する成功要因研究が行われている。しかしながら、これら成功要因研究は全ERP導
 入プロジェクトを通じて確認された成功要因の抽出が中心となっている。したがって、『ERP導入
 プロセスのどの段階で、どの要因が重要であるか』に関するERP導入プロセスと成功要因の関連
 性に関する研究がされていない。成功要因がERP導入プロジェクトで有効に機能するためには、
 単に成功要因と考えられる活動や要因を抽出するだけではなく、ユーザ企業の視点からERP導入
 方法論に各成功要因を関連付けた分析が必要である。
 本研究では、まず、既存のERP導入方法論の問題を解決するために、ユーザ企業の視点からシー
 ムレスなERP導入方法論を「ユーザ主導の包括的ERP導入方法論」として提案している。「ユー
 ザ主導」とは、(1)技術者指向ではなく、管理者指向であること、(2)開発ライフサイクルではな
 く、導入ライフサイクルであること、(3)開発プロセスではなく、マネジメント・プロセスである
 こと、を意味している。また、「包括的」とは、(1)ユーザ企業のERP導入プロジェクトの全領
 域を網羅すること、(2)ユーザ企業が実施すべき必要不可欠な作業をすべて明示すること、(3)各
 作業でのインプットおよびアウトプット(成果物)を記述すること、である。この方法論は、ユー
 ザ企業がERP導入プロジェクトで実施すべき範囲を規定し、プロジェクトで実施すべき必要な作
 業を選定し、WBS(WorkBre段kdownStructure)で表記している。また、各作業でのインプッ
 トおよびアウトプット(成果物)を明示することで、ユーザ企業がERP導入プロジェクト全体を
 容易に把握できる。さらに、導入方法論に従ってERP導入プロジェクトを実施するためには、管
 理活動が不可欠であり、これらの活動を変革的管理活動と統制管理活動に分離し、ユーザ企業が行
 わなければならない4つの活動を付加している。
 次いで、提案した「ユーザ主導の包括的ERP導入方法論」と既存の成功要因研究の精査に基づ
 いて分類した!2項目の成功要因に関して、ERP導入プロジェクトの活動内容と成功要因の関係を
 問うアンケート調査を実施した。その結果、我が国のERP導入プロジェクトの実態として、(!)
 ERP導入期間は平均約2年であること.(2)プロジェクト成功にはパフォーマンス(計画された
 機能や性能の充実度)の達成が重要であること.(3)導入目的と達成率の順位は一致していないこ
 と、(4)各ステージで協働したパートナー企業に違いがあること、(5)各フェーズで成功要因の重
 要性は異なること、の5点が明らかになった。さらに、分析と考察を行った結果、以下の3点を明
 らかにした。第1はERP導入プロジェクトで重要視される成功要因には違いがあることが明らか
 になった。我が国のERP導入プロジェクトでは、「プロジェクト使命の明確化」、「プロジェクト・
 スケジューリング」が重要な成功要因と認識されている反面、「トラブル・シューティング」、「チェ
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 理が.重要である。
 以上より、本研究の研究成果として、(1)ユーザ主導の包括的ERP導入方法論、(2)分類され
 た成功要因、(3)我が国のERP導入プロジェクトの特徴、および(4)各成功要因の重要度、各
 フェーズでの各成功要因の重要性、導入目的に対する各フェーズでの各成功要因の重要性の4点を
 提示する。
 論文審査結果の要旨
 1990年代半ばから我が国大手企業を中心に普及した統合基幹業務システム(ERP:Enterprise
 ResourcePlanning)は会計、人事、購買、生産・在庫、販売など、企業経営に必要不可欠な基幹
 業務を全体かつ統合的に処理する最新の企業情報システムである。伝統的な情報システム開発とは
 異なり、ERP構築は既製のソフトウェア・パッケージを活用して行われるが、ERP導入プロジェ
 クトの多くが種々の困難に直面している。したがって、これまでの情報システム開発法や既存の
 ERP導入手法に代わる新しいERP導入方法論が強く求められている。このような要請に応えよう
 とした本論文は以下の点から評価できる。
 まず、ERP導入済企業2社に対する聞き取り調査を実施し、ERP導入プロジェクトの現状と課
 題を探っている。その結果、従来型の情報システム開発手法は不向きであり、また既存のERP導
 入手法はユーザ企業にとって利用し難いことを明らかにしている。次いで、ERPベンダー等が提
 供している主要な既存ERP導入方法論を詳細に検討し、それらの特徴を明らかにするとともに、
 内在する問題点と課題を指摘している。とりわけ、猛RP導入プロジェクトの主体であるユーザ企
 業の視点が欠如していることを明らかにしたことは大いに評価される。そして、ERP導入プロジェ
 クトでユーザ企業が行うべき必要不可欠な作業を抽出し、これら作業をWBS(WorkBreakdown
 Structure)手法で記述し、各作業の入力となる成果物および出力される成果物を特定し、各作業
 間での成果物の流れを明示したユーザ主.導の包括的ERP導入方法論を開発している。なお、ここ
 で用いられている「ユーザ主導」および「包括的」は重要な用語であり、本論文で明確に定義・解
 説されている。
 著者が新たに提案したユーザ主導の包括的ERP導入方法論は網羅的かつ詳細であり、また具体
 的で明快でもある。本論文の最大の価値はこの点にあると認められる。しかしながら、提案された
 ERP導入方法論の妥当性と有効性は実証を通じて検討されてはいない。こうした実証現場を得る
 ことの困難さは容易に理解できるが、この点が現時点における研究上の課題であることを指摘して
 おく。
 よって、本論文は博士(経営学)の学位論文として「合格」であると判定する。
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